
令和４年第３５回定例公安委員会会議録 

開 催 日 時  　令和４年１２月８日（木）午前１１時１０分～午後２時４５分

開 催 場 所    警察本部

第１　定例会議 

 

　１　開催時間  　午後１時３５分～午後１時５５分　　 

 

　２　出席者 

                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公安委員会　久本委員長　　衣笠委員　　勝部委員 

       

警察本部　　雲田警務部長　　　笠田首席監察官　  　  前田生活安全部長　　

河本刑事部長　　　柴田交通部長　　　　加藤警備部長　　　   
植木警察学校長     見垣情報通信部長      

　　　　　　　　　     
　　　　　　　　（事務局等～畔田公安委員会補佐室長、辻室長補佐） 

 

                

　３　議題事項 

   
　４　報告事項      

 　　〇警察学校射撃場石綿撤去工事の完了（警務部）

 　　〇大会出場関係報告（警務部）     〇サイバー攻撃への対処能力の強化のためのセミナーの開催（警備部）        （１）警察学校射撃場石綿撤去工事の完了（警務部）

     警察本部   令和３年３月、警察学校射撃場の内壁及び天井の吹付部分に石綿を含有してい

ることが判明した。その後、直ちに射撃場の使用を中止し立入りを禁止するとと

もに、国費予算を措置した上で、石綿撤去工事を実施し、この度工事を完了した。

　なお、射撃場の石綿含有を受け、警察施設の再調査を実施した結果、鳥取市内

の職員宿舎１か所から石綿の含有が判明したが、入居者へ転居を依頼し、現在は



宿舎の使用を中止しているほか、石綿については解体時に法令に基づく処分を実

施することとしている。また、この度の射撃場の内壁及び天井の復旧工事に併せ

 て、ＬＥＤ照明を新設したほか、経年劣化している防弾堤の改修も行った。

　拳銃射撃訓練は警察学校射撃場の石綿含有判明後、映像射撃シミュレーター訓

練及び琴浦大山警察署射撃場において実射訓練を実施していたが、工事完了に伴

 い、令和５年１月から警察学校射撃場における運用を再開する予定としている。

　　        
　　委員 

　　　職員宿舎で石綿含有が判明し、入居者へ転居を依頼したとのことだが、入居者

　　に対しては、撤去概要などをきちんと説明していただきたい。また、天井の復旧

　　工事に併せてＬＥＤ照明を新設するとのことなので、施設もしっかり活用してい

 　　ただきたい。

 　　　

　   委員        速やかに石綿撤去工事が行われており、良かったと思う。       
　　委員       この度の石綿撤去工事に併せてＬＥＤ照明が新設されたとのことで、より使い

 　　やすい施設になったのではないかと思う。

 

 

 　（２）大会出場関係報告（警務部）

     警察本部       本年１１月２４日、２５日、警視庁術科センターにおいて、令和４年度全国警

　　察逮捕術・拳銃射撃競技大会が開催された。逮捕術大会では、団体戦及び個人戦

　　が実施され、団体戦の結果は、予選リーグ敗退、個人戦の女子特別試合の結果は、

　　ベスト８であった。拳銃射撃競技大会では、団体競技及び個人競技が実施され、

　　団体競技の結果は、２０チーム中１１位、個人競技の結果は、女性制服警察官用

 　　拳銃の部で、第５位であった。             
　　委員       逮捕術や拳銃射撃は、警察職員にとって大切な技術の一つだと思う。こういう

　　大会を通して、技能を向上させることが目的であると思うので、引き続き、上位

 　　を目指して精進していただきたい。

 

　   委員        引き続き、県警察全体の技能向上に努めていただきたい。

 

　　委員 



      コロナ禍で思うよう練習ができなかったと思うが、優秀な成績で良かったと思

 　　う。これからも頑張っていただきたい。

     
 　（３）サイバー攻撃への対処能力の強化のためのセミナーの開催（警備部）

     警察本部   　　このセミナーは、サイバー攻撃による被害の未然防止や官民連携による対処能

　　力の強化を図ることを目的として、平成２５年以降、毎年開催している。今年度

　　は、１１月２８日、警察本部において開催し、鳥取県サイバーテロ対策協議会員、

　　鳥取県サイバーセキュリティ対策ネットワーク会員及び警察職員の計３７人が出

　　席した。セミナーは、中国四国管区警察局情報通信部情報技術解析課員及び鳥取

　　県警察サイバーセキュリティ対策アドバイザーである鳥取環境大学の齊藤教授を

　　講師として、実演と講演の２部構成で行った。 

　　　今後も、サイバーテロ対策協議会等の枠組みを通じ、サイバー攻撃対策に資す

　　る情報提供、情報共有を促進し、総合的なサイバー攻撃対策を推進していくこと

 　　としている。

     委員 

　　　サイバー攻撃には、犯人の特定が難しいという特徴がある。ランサムウェアの

　　ようなマルウェアは、感染すれば大企業でも被害に遭う。このような脅威が、県

　　民の体感治安悪化にもつながると思うので、このようなセミナーを通じて人材育

 　　成をしていただきたい。

     委員       サイバー攻撃は、日々、進化していると思うので、セミナーを通じて最新の情

 　　報を共有し、人材育成に取り組んでいただきたい。

   　委員       高度化するサイバー攻撃の手口に対応できるよう、引き続き、取り組んでいた

 　　だきたい。

 

              
第２　その他の公安委員会活動    
 

　１　意見の聴取       運転免許課から、道路交通法に基づく意見の聴取１件について、事案概要、処

　　分理由、当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。 

 



 

　２　聴聞       運転免許課から、道路交通法に基づく聴聞３件について、事案概要、処分理由、

　　当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。 

 

   ３　事前説明 

 　　　サイバー攻撃への対処能力の強化のためのセミナーの開催

 　

 　　   ４　報告事項

　    ・警察施設関係

 　　・上局表彰報告

 　　・警護訓練の実施状況等

 

 

 　５　決裁

 　　・鳥取県警察署協議会代表者会議関係     ・自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律違反に係る注意

 

 

　６　公安委員会委員間の事前検討・協議等 

 

   ７　公安委員会補佐室からの事務連絡等 

　　　公安委員会補佐室から当面の行事予定等について確認と説明があり、了承した。


